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1,4-ジオキサンによる土壌・地下水汚染機構についての考察
Study on the mechanism of soil and groundwater contamination by 1,4-Dioxane
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1,4-ジオキサン（DXA）の土壌環境基準項目への追加が予定されている。DXA（C2H8O2）は、水と密度がほぼ等し
い常温で無色透明な液体であり、沸点が101℃と比較的低く、水にも油にも溶けやすい、揮発性有機化合物
（VOC）である。このような性質から、溶剤として広く使用されており、過去には1,1,1-トリクロロエタン
（MC）の安定剤として多量に使用されていた。DXAは、土壌中では有機物に吸着しにくく移動性が高い物質であ
ると考えられ、他のVOCに比べて揮発性が低いため、土壌・地下水汚染機構に他のVOCとの違いがある可能性が
ある。 
 著者らは、1,4-ジオキサンの土壌・地下水中での挙動特性を把握し、土壌・地下水汚染機構について考察する
ことを目的として、固相－液相間および液相－気相間での分配試験および三種類の土壌カラム試験を
行った。これらの試験に用いた土壌は豊浦砂と有機質土の二種類であり、DXAと共存していることが多いと考え
られるMCの挙動と比較した。 
 分配試験では、DXAのほとんどが土壌水中に存在し、土粒子への吸着分と間隙ガスへの揮発分が非常に少ない
こと、およびMCがNAPLとして水中に存在する場合にはMC相の存在がDXAの分布に影響を与えないことが把握され
た。 
 不飽和土壌における揮発特性を把握するための土壌カラム試験では、不飽和帯にDXA汚染土壌が存在する場
合、汚染土壌から揮発したDXAが土壌ガス中を上方に拡散する間に各深度で土壌水中に溶け込むため、表層付近
の土壌ガス中にDXAが拡散してくる可能性が低く、途中の深度で土壌溶出量が土壌環境基準を超える状態になる
場合もあることが把握された。 
 不飽和土壌中における降雨時の浸透特性を把握するための土壌カラム試験では、不飽和土壌中のDXAは降雨浸
透による水分の供給があればその水分中に溶解し浸透していきやすく、降雨浸透による水分の供給がなければ
そのまま高濃度で存在し続けることが把握された。このことは、降雨浸透のない建屋下等ではDXAが不飽和土壌
中に高濃度で残っていた存在し続ける可能性があること、建屋等を解体して更地にしたことによりそのDXAが帯
水層まで浸透して地下水汚染を引き起こすという可能性があることを示唆している。 
 本研究では、不飽和帯におけるDXAの挙動特性を把握することにより、DXA特有の土壌・地下水汚染機構につい
て考察した。 
 本発表の内容は、環境省の環境研究総合推進費（5-1503）で得られた成果の一部である。
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